
別紙１　参考様式

１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

　樹園地利用ついては、特定非営利活動法人おみごと、認定新規就農者と連携し農地の集約を進めていく。

　畑利用については、中心経営体である認定農業者と連携し農地の集約を進めていく。

（備考）

　今後中心経営体が引き受けきる意向のある耕作面積よりも、75 才以上で後継者未定の農業者の耕作面積や
後継者について不明の農業者の耕作面積の方が、12 ｈａ多く新たな農地の受け手の確保が必要である。

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

　水田利用については、中山間地域等直接支払事業、多面的機能支払事業を活用し、継続的な農業生産活動
を推進し ていく。また、中心経営体である集落営農組織や認定農業者が担っていくほか、認定新規就農者の受
入れを促進することで対応していく。

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計 11 ｈａ

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計 27 ｈａ

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 26 ｈａ

①地区内の耕地面積 355 ｈａ

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計 200 ｈａ

③地区内における 75 才以上の農業者の耕作面積の合計 43 ｈａ

実質化された人・農地プラン

市町村名 対象地区名（地区内集落名） 作成年月日 直近の更新年月日

麻績村 麻績村一円 平成26年３月10日 令和３年３月31日


